
宮
崎
市
ー
定
博
士
著
作
目
録



車

本

明。

東
洋
に
於
け
る
素
朴
主
義
の
民
族
と
文
明
主
義
の
祉
曾
(
『
支
那
歴
史
地
理
叢
書
』
四
)

日
出
づ
る
園
と
日
暮
る
る
虚

留
唐
外
史
倭
冠
の
本
質
と
日
本
の
南
進
江
戸
時
代
に
於
け
る
支
那
趣
味
雷

を
天
神
と
い
ふ
こ
と
巴
里
に
て
刊
行
せ
ら
れ
た
る
北
京
版
の
日
本
小
説
其
の
他

支
那
の
開
園
と
日
本
|
支
那
的
瞳
制
と
日
本
的
一
睡
制

玉
代
宋
初
の
遁
貨
問
題

越
之
蘭
抄
課
「
宋
初
銅
銭
之
研
究
」
(
「
中
聯
銀
行
月
刊
」
七
、
民
圏
三
三
年
〉

菩
薩
措
置
記

科

奉

ア
ジ
ヤ
史
概
説
(
正
編
〉

ア
ジ
ヤ
史
概
説
(
績
編
)

薙

帝

l
中
園
の
濁
裁
君
主
ハ
『
岩
波
一
新
書
』
一
一
九
)

正

東
洋
的
近
世

中
園
古
代
史
概
論
(
『
ハ
ー
バ
ー
ド
・
燕
京
・
同
志
社
東
方
文
化
講
座
』
八
)

九
品
官
人
法
の
研
究
|
科
掌
前
史

ア
ジ
ア
史
研
究
第
一

ア
ジ
ア
史
研
究
第
二

員

山

星

野

書

星

野

書

生

活

秋

田

人

文

書

人

文

書

岩

波

書

ス

祉

数

育

タ

イ

ム

ハ
ー
バ
ー
ド
・
+
娘
古
川
・
同

志
社
東
方
文
化
講
座
委

員
曾

東

洋

史

研

究

舎

東

洋

史

研

究

曾

東

洋

史

研

究

曾

庖房

昭
和
十
五
年
四
月

昭
和
十
入
年
八
月

庖

昭
和
十
八
年
十
一
月

吐

昭昭昭昭昭昭昭
和和和和和和和
三二二二二二十
十五'五三二一九
年年年年j 年年年
十十 十
一一三九よ十九

月月月月月月月

-3-

林屋林庖

昭
和
三
一
年
三
月

昭
和
三
二
年
十
二
月

昭
和
三
四
年
八
月



ア
ジ
ア
史
研
究

第

皐
1

中
国
の
試
験
地
獄
(
『
中
公
新
書
』
十
五
)

ア
ジ
ア
史
研
究

科

第
四

惰
の
煽
帝
(
『
中
園
人
物
叢
書
』
四
)

鹿
洲
公
案
|
清
朝
地
方
裁
剣
官
の
記
録
(
『
東
洋
文
庫
』
九
一
一
)

清
帝
園
の
繁
柴
(
『
東
洋
の
歴
史
』
九
)

中
園
の
め
ざ
め
(
『
東
洋
の
歴
史
』
十
一
)

大
唐
帝
園
(
『
世
界
の
歴
史
』
七
)

政
治
論
集
(
『
中
園
文
明
選
』
十
一
)

中
園
に
皐
ぶ
(
随
筆
集
〉共

著
ー
ー
講
座
・
大
系
・
全
集

宋
元
時
代
(
『
世
界
文
化
史
大
系
』
九
)
宋
と
遼
・
西
夏
と
の
閥
係
、
北
宋
の
黛
争
、

宋
元
の
経
済
的
朕
態
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
所
収
、
「
北
宋
史
概
説
」
〉

南
宋
政
治
史
(
『
支
那
地
理
歴
史
大
系
』
四
)
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
開
校
)

支
那
周
漫
史
上
(
『
支
那
地
理
歴
史
大
系
』
六
〉
線
論

支
那
周
遁
史
下
(
『
支
那
地
理
歴
史
大
系
』
十
二
〉
南
洋
及
印
度
支
那

Q
ア
ジ
ア

史
研
究
E
』
所
枚
、

「
印
度
支
那
及
び
南
洋
史
略
説
」
〉
、

ト
ル
キ
ス
タ

γ
史
|
宋
元
時

代
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
枚
、

「
宋
元
時
代
の
西
域
」
〉

史

研

究

曾

中

央

公

論

吐

東

洋

史

研

究

舎来

東人卒人人河朝朝誠

文

堂

白白白

洋物

往凡

物物

往往

書

出
日

新

日

新
新

楊楊楊

来来聞聞光

社

昭
和
三
八
年
二
月

昭
和
三
八
年
五
月

昭
和
三
九
年
十
一
月

社

昭
和
四
十
年
十
二
月

昭
和
田
二
年
六
月

昭
和
四
二
年
六
月

昭
和
田
二
年
八
月

吐社社房

昭
和
四
三
年
十
一
月

昭
和
四
六
年
二
月

昭
和
四
六
年
十
一
月

-4ー

祉社

昭

和

十

年

九

月

社社社

昭
和
十
六
年
七
月

昭
和
十
八
年
四
月

昭
和
十
八
年
十
二
月



支
那
・
南
洋
関
係
史
(
『
太
卒
洋
圏
・
民
族
と
文
化
』
上
〉
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
)

『
中
園
史
皐
入
門
』
(
上
)
糟
論
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
師
事

王
安
石
〈
『
中
華
六
十
名
家
言
行
録
』
|
青
木
正
見
博
士
還
暦
記
念
〉
(
『
中
国
に
皐
ぶ
』

所
収
〉

『
中
園
史
拳
入
門
』
穂
論
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
盟
』
府
収
)

『
京
大
東
洋
史
』

I
、
「
古
代
帝
園
の
成
立
」
徳
論
(
『
京
大
東
洋
史
』
上
、
「
中
園

史
」
に
轄
載
〉

『
京
大
東
洋
史
』
町
、
「
東
直
の
近
代
化
」
西
力
の
東
漸
、
中
園
の
開
園
問
題
、
東

西
文
化
の
摩
擦
(
『
京
大
東
洋
史
』
上
、
「
中
園
史
」
に
轄
載
)

『
書
道
全
集
』
十
六
(
中
園
十
一
、
宋
E
)
(『
ア
ジ
ア
史
研
究
N
』
肺
患

清
朝
の
文
化
と
そ
の
背
景

東
洋
史
の
上
の
日
本

朱
子
と
そ
の
書

q世
界
陶
器
全
集
』
十
六
、
清
朝
〉

〈
『
日
本
文
化
研
究
』

I
)

q
日
本
の
歴
史
』

I
)

世
界
史
か
ら
見
た
日
本
の
夜
明
け

『
園
読
世
界
文
化
史
大
系
』
十
六
(
中
園

E
)
三
園
志
の
時
代
、
南
朝
と
北
朝

大
陸
と
の
関
係
(
『
世
界
考
古
摩
大
系
』

E
、
蒲
生
時
代
〉

『
園
競
世
界
文
化
史
大
系
』
十
七
(
中
園

E
)
序
章
、
商
業
の
護
達
、
儒
皐
の
革
新

中『
園園
の読
歴世
史界
思文
想化
(史
E司 ー長‘

警策
a Ib 

草T
寸=j¥. 大、
司己主 r-.. 
E 中

同事、J
歴中
史園
理弘人

τ23 
要若
草笛
'--' 

中
国
に
於
け
る
高
官
修
の
搬
出
遅
(
桑
原
武
夫
篇
「
歴
史
の
思
想
」
、
『
現
代
日
本
思
想
大
系
』

河高弘卒創意リ卒河新讃卒角角角人筑

書

桐

書文

出安出
買
l
 
i
 

rEノ摩

一克一万凡潮新凡
l
 
i
 
--，，， 文川

文書
聞
書書 1 書書書

房

昭
和
十
九
年
五
月

昭
和
二
二
年
九
月

昭
和
二
三
年
二
月

院
国ι
主主社庫

昭
和
二
六
年
十
一
月

昭
和
二
七
年
一
月

社

昭
和
二
七
年
二
月

祉

昭
和
三
十
年
八
月

昭
和
三
一
年
八
月

昭
和
三
三
年
十
一
月

-5ー

房社祉

昭
和
三
四
年
一
月

昭
和
三
四
年
三
月

昭
和
三
四
年
四
月

庖祉院庖庖

昭
和
三
四
年
八
月

房

昭
和
三
五
年
一
月

昭
和
三
八
年
九
月

昭
和
四
十
年
一
月



二
七
〉

宋
と
元
(
『世
界
の
歴
史
』
六
〉
民
族
の
試
錬
、
多
来
り
な
ば
、
モ
て
コ
ル
大
帝
国
の

出
現
、
南
宋
の
滅
亡
、
元
王
朝
の
興
亡
、
宋
元
時
代
の
文
化
、
東
ア
ジ
ア
の
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス

内
藤
湖
南
と
シ
ナ
摩
(
『
近
代
日
本
を
創
っ
た
百
人
』
下
〉

論

文

西
洋
に
於
け
る
東
洋
の
影
響
(
特
に
中
古
期
に
於
け
る
〉

ク
・
ヤ
コ
ブ
著

U
R
巴
ロ
凶
ロ
師
師
向
凶

g
冨

OHms-g仏師
2向
島

田

帥

〉

vg&-g円四

(
上
・
中
・
下
〉
ゲ
オ
ル

(〈
O
円
ロ
四

r
g
z
n
r
d
q即
rHmロ
島
内
山

g

Z
宗

Z
Z
Z
H凹
〉
の
抄
書

那
州
之
役
前
後
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
所
牧
)

王
安
石
の
吏
土
合
一
策
|
倉
法
を
中
心
と
し
て
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
所
政
)

宋
代
の
太
皐
生
生
活
(
上
・
下
〉

黄
現
璃
「
宋
代
太
皐
生
的
救
園
蓮
動
」

古
代
支
那
賦
税
制
度
ハ
上
・
中
・
下
V

Q
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
所
収
〉

掌
心
課
「
中
園
古
代
賦
役
制
度
」
〈
「
清
華
週
刊
」
四
一

l
一
・
-
一
〉

支
那
域
郭
の
起
源
異
説
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
所
牧
)

ハ『ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
所
収
〉

(
民
園
二
五
年
)

中

，、、，
ふ晶、

論

失

毎

新

聞

日

史
林
十
一

l
一
J
三

内
藤
博
士
煩
欝
記
念
史
拳

論
叢

桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋

史
論
叢

史
林
十
六

l
て

四

史
林
十
八
|
二

t
四

歴
史
と
地
理
三
ニ

l
三

社

昭
和
三
六
年
五
月

社

昭
和
四
一
年

月

大
正
十
五
年
一
月
、

四
月
、
七
月

-6-

昭

和

王

年

六

月

昭
和
五
年
十
二
月

昭
和
六
年
一
月
、
十

月
昭
和
八
年
四
月
、
七

月
、
十
月

昭

和

八

年

九

月



西
夏
一
の
興
起
と
青
白
聾
開
題
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
府
思

水
艦
注
ニ
題
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
l
』
所
収
)

静
侠
に
就
て
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
廓
収
〉

膏
武
帝
の
戸
調
式
に
就
て
〔
『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
開
収
〉

曾
一審
抄
誇
「
菅
的
占
田
興
課
図
的
考
察
」
〈
「
食
貨
半
月
刊
一
五
|
入
、
民
園
二
六

年
四
月
〉

沈
兆
麟
抄
諜
「
菅
武
帝
之
戸
調
式
」
(
「
史
皐
消
息
」
一
!
五
、
民
園
二
六
年
十
月
〉

讃
史
割
記
(『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
所
収
)

史
記
優
孟
俸
漢
書
の
貨
殖
家
番
附
漢
代
の
郷
制
首
麗
数
貌
晋
の
戸
口
数

五
代
軍
閥
の
系
統
五
代
の
園
都
近
世
の
奴
稗
・
佃
戸
宋
代
の
戸
口
統
計

東
洋
史
上
に
於
け
る
孔
子
の
位
置
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
所
収
)

蘇
民
生
誇
「
孔
子
在
東
亜
史
上
的
地
位
」
(
「
北
京
近
代
科
拳
固
書
館
館
刊
」
六
、

民
園
ニ
入
年
)

僚
支
と
大
秦
と
西
海
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
所
枚
〉

羨
不
足
論
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
I
』
所
収
、
「
中
国
に
於
け
る
箸
修
の
嬰
遜
」
と
改
題
。

ま
か
ら
」
二
一
一
一
、
昭
和
二
八
年
七
月
、
本
文
の
み
縛
載
。
桑
原
武
夫
篇
「
歴
史
の
思
想
」

(
『
現
代
日
本
思
想
大
系
二
七
』
、
昭
和
四
十
年
一
月
)
に
縛
載
。
『
中
国
!に
事
ぶ
』
開
収
〉

書
禁
と
禁
書

l
支
那
の
軍
機
保
護
法
と
治
安
維
持
法
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
即
収
)

ー・7

あ

歴史東
史皐 E
と雑経
地誌済
理四研
三五究
四|十
|七入
四|

五
(
合
併
)

東

E
経
済
研
究
一
九
!
四

史
林
二
一

l

東
洋
史
研
究
四
!
こ

史史
皐林
雑二
、誌四
五|

東

E
問
題
二
|
一

昭J昭昭
和和和

九九九

年年年

十七四

月月月

昭
和
十
年
十
一
月

昭
和
十
一
年
一
月

~ 7ー

昭
和
十
三
年
十
二
月

昭
和
十
四
年

昭
和
十
五
年

月月

昭
和
十
五
年
四
月



賓
の
起
原
に
就
い
て
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
)

東
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
西
洋
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
(
上
・
下
〉

(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
峻
〉

支
那

上
古
l
雨
漢
(
祉
禽
経
済
史
準
の
設
達
、
第
二
部
、
東
洋
社
曾
経
済
史
)
〈
『ア

ジ
ア
史
研
究
E
』
所
枚
、

「
祉
曾
経
済
史
撃
の
浸
透
」
と
改
題
〉

毘
沙
門
天
信
仰
の
東
漸
に
就
て
令
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
〉

買
似
道
略
停
l
支
那
古
今
人
物
略
停
(
二
〉

相
買
似
道
」
と
改
題
)

事
境
と
盟
、
歴
史
と
彊
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
卵
収
、

清
初
慶
東
貿
易
に
闘
す
る
一
資
料
(
サ
ヴ
ア
リ

l
r
sミ
兄
弟
編
『
世
界
商
業

大
僻
典
』
の
抄
詳
)
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
段
、
「
清
代
謝
外
貿
易
の
二
資
料
」
、
第
一

章
、
清
初
慶
東
貿
易
資
料
〉

(『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
枚
、

「
南
宋
末
の
宰

「
歴
史
と
堕
」
)

南
京
棟
約
直
後
の
支
那
劃
外
貿
易
統
計

(
E仏O
円

阻
止
門
回
目
著

u
g
R
S昨日
0
ロ

宮
公

razc町内
同

g
H
M
g仏ロ伊丹師
D
Z
m吋師・
H
∞
お
の
抄
誇
〉
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』

所
枚
、
「
清
代
封
外
貿
易
の
二
資
料
」
・
第
二
章
、
南
京
傑
約
直
後
の
中
園
封
外
貿
易
統
計
〉

漢
末
風
俗
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
開
校
〉

南
洋
を
東
西
洋
に
分
つ
根
擦
に
就
い
て
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
V

東
洋
史
研
究
五
|
四

史
林
二
五

l
四
、
二
六

l

社
舎
経
済
史
皐
十
|
十
一

-
十
一
一
(
合
併
〉

京
都
大
皐
文
皐
部
史
皐
科

紀
元
二
千
六
百
年
記
念

史
皐
論
文
集

東
洋
史
研
究
六
|
三

東

E
問
題
三
l
七

東
亜
鰹
済
研
究
二
五
|
六

東
洋
史
研
究
六
|
六

日
(究本
歴報諸
史告拳
拳、振
)特輿
輯委
第員
四曾
篇研

東
洋
史
研
究
七

l
四

昭
和
十
五
年
六
月

昭
和
十
五
年
二
月

昭
和
十
六
年
一
月

昭
和
十
六
年
三
月

昭
和
十
六
年
四
月

昭
和
十
六
年
五
月

昭
和
十
六
年
十
月
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昭
和
十
六
年
十
一
月

昭
和
十
七
年
二
月

昭
和
十
七
年
三
月

昭
和
十
七
年
ρλ
月



玉
安
石
の
黄
河
治
水
策
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
府
収
u

東
西
洋
と
南
洋

支
那
側
資
料
よ
り
見
た
る
英
傍
聯
合
軍
の
北
京
侵
入
事
件
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
)

膏
吏
の
陪
備
を
中
心
と
し
て

l
支
那
官
吏
生
活
の
一
面
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
皿
』
開
収
〉

宋
の
太
租
被
結
設
に
つ
い
て
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
阻
』
開
校
〉

談
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
枚
)

清章
拳
誠
の
文
章
論
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
府
収
)

歴
史
皐
の
寅
謹
性

帖
木
見
王
朝
の
遣
明
使
節
(
「
ア
ジ
ア
史
研
究
皿
』
所
収
)

清
朝
に
於
け
る
園
語
問
題
の
一
面
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
〉

食
糧
か
ら
見
た
東
洋
史
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
開
収
、
「
食
糧
か
ら
見
た
中
園
史
」
)

中
園
近
世
の
農
民
暴
動
|
特
に
鄭
茂
七
の
鋭
に
つ
い
て
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
)

十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
給
量
と
東
亜
の
影
響
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
)

宋
皐
の
論
理
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
〉

歴
史
的
評
債
の
客
観
性

五
代
史
上
の
軍
閥
資
本
家
!
特
に
菅
陽
李
氏
の
場
合
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
府
収
)

中
園
上
代
は
封
建
制
か
都
市
圏
家
か
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
)

中
園
近
世
に
お
け
る
生
業
資
本
の
貸
借
に
つ
い
て
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
攻
)

狼
牙
惰
園
と
狼
牙
須
園
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
N
』
所
収
)

東
亜
問
題
四

l
一

南
方
講
座

東
亜
研
究
所
報
二
四

史
林
三
十

i
一

東
洋
史
研
究
九
|
四

史
林
三
一
1
1
一

拳
揮
四
|
一

智
慧
一

皐
嚢
四
|
六

東
方
史
論
叢
一

園
民
の
歴
史
一
|
六

東
洋
史
研
究
十
|
一

サ

γ
ス
二

東
光
三

智
慧
入

人
文
科
皐
二
|
四

史
林
三
三
l
二

東
洋
史
研
究
十
一

l
一

羽
田
博
士
頚
書
記
念
東
洋

昭
和
十
七
年
四
月

昭
和
十
八
年
一
月

昭
和
十
八
年
十
月

昭
和
二
十
年
五
月

昭
和
二
十
年
十
一
月

昭
和
一
二
年
十
月

昭
和
二
二
年
一
月

昭
和
二
二
年
五
月

昭
和
二
二
年
七
月

昭
和
二
二
年
七
月
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昭
和
二
二
年
七
月

昭
和
二
二
年
十
二
月

昭
和
二
二
年
十
二
月

昭
和
二
三
年
一
月

昭
和
二
三
年
二
月

昭
和
二
三
年
七
月

昭
和
二
五
年
四
月

昭
和
二
五
年
九
月

昭
和
二
五
年
十
一
月



五
代
宋
初

ρ通
貨
問
題
(
梗
概
)
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
枚
)

招
商
局
の
略
史

l
中
園
の
濁
占
的
汽
船
曾
枇
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
N
』
所
牧
)

明
清
時
代
の
蘇
州
と
軽
工
業
の
瑳
達
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
収
)

大
地
は
生
き
て
い
る

l
中
国
人
の
地
理
思
想
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
N
』
所
牧
)

水
位
の
費
化
と
中
園
史

l
特
に
華
北
に
お
け
る
原
始
景
観
の
破
嫌
に
闘
し
て

(
『
ア
ジ
ア
史

研
究
N
』
所
牧
)

宋
代
文
化
の
一
面
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
収
〉

周
漢
文
化
の
基
盤
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
牧
)

宋
代
以
後
の
土
地
所
有
形
睦
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
牧
)

図
書
考
誼
拳
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
N
』
所
収
〉

宋
代
の
士
風
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
N
』
所
枚
〉

宋
代
州
鯨
制
度
の
由
来
と
そ
の
特
色
!
特
に
街
前
の
嬰
濯
に
つ
い
て
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究

W
』
所
牧
)

水
論
停
的
傷
痕
1

現
行
本
成
立
過
程
の
分
析
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
枚
)

中
園
に
於
け
る
著
修
の
襲
遷
(
原
題
「
羨
不
足
論
」
)

宋
元
時
代
の
法
制
と
裁
剣
機
構
|
元
典
章
成
立
の
時
代
的
・
枇
曾
的
背
景
(
『
ア
ジ
ア
史
研

究
N
』
所
牧
)

中
画
一史
上
の
荘
園
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
わ

節

恵

史
論
叢

研
究
論
文
集
(
抄
録
誌
一
)

東
洋
史
研
究
十
一
ー
l
二

東
方
皐
二

人
文
地
理
三
l
五

自
然
と
文
化

墨
美
十

墨
美
十

東
洋
史
研
究
十
二

l
二

石
漬
先
生
還
暦
記
念
論
叢

史
皐
雑
誌
六
二
l
二

史
林
三
六
!

東
方
皐
六

あ
ま
か
ら

東
方
皐
報
(
京
都
)
二
四

盤
史
教
育
ニ
!
大

昭
和
二
五
年
十
二
月

昭
和
二
六
年
三
月

昭
和
二
六
年
八
月

昭
和
二
七
年
一

月

昭
和
二
七
年
二
月

昭
和
二
七
年
三
月

昭
和
二
七
年
四
月
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昭
和
二
七
年
十
二
月

昭
和
二
七
年
十
二
月

昭
和
二
入
年
二
月

昭
和
二
八
年
七
・
月

昭
和
二
八
年
七
月

昭
和
二
八
年
七
月

昭
和
二
九
年
二
月

昭
和
二
九
年
六
月



明
代
蘇
松
地
方
の
土
大
夫
と
民
衆
rl現
代
史
素
描
の
試
み
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
啓

狩
野
直
喜
著
『
中
園
哲
拳
史
』
を
讃
む
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
枚
、
a

務
野
博
士
の
『
中

園
哲
皐
史
』
〉

合
本
組
織
の
護
連

l
「
中
園
近
世
に
お
け
る
生
業
資
本
の
貸
借
に
つ
い
て
」
補
遺
(
『
ア
ジ
ア

史
研
究
E
』
所
収
)

中
園
の
官
吏
登
用
法
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
N
』
所
牧
〉

唐
代
賦
役
制
度
新
考
過
去
と
現
在

史
記
貨
殖
停
物
債
考
誼

オ
リ
エ
ン
ト

宋
代
に
お
け
る
石
炭
と
戴

薙
正
殊
批
議
旨
解
題
ー
そ
の
資
料
的
債
値
|

中
園
に
お
け
る
緊
落
形
瞳
の
嬰
遁
に
つ
い
て

I
邑
・
園
と
郷
・
亭
と
村
と
に
劇
劃
す
る
考
察

酉
ア
ジ
ア
文
化
の
古
さ
に
つ
い
て

妙
心
寺
麟
鮮
院
議
の
混
一
歴
代
園
都
彊
理
地
圃
に
つ
レ
て

支
那
の
識
に
つ
い
て

清
代
の
脅
吏
と
幕
友
l
特
に
察
正
朝
を
中
心
と
し
て

有
史
以
前
の
文
化
交
流

史
林
三
七
l
三

東
洋
史
研
究
十
三
l
四

東
洋
史
研
究
十
三
l
l
五

歴
史
教
育
三
|
九

東
洋
史
研
究
十
四
l
四

経
済
人
十
|
五

京
都
大
拳
文
皐
部
五
十
周

年
記
念
論
集

東
方
拳
十
三

東
洋
史
研
究
十
五
l
四

大
谷
史
皐
六

西
南
ア
ジ
ア
史
皐
一

神
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌

皐
論
集

史
林
四
十

l
六

東
洋
史
研
究
十
六
|
四

古
代
文
化
ニ

1
六

昭
和
二
九
年
六
月

昭
和
二
九
年
十
一
月

昭
和
三
十
年

月

昭
和
三
十
年
九
月

昭
和
三
一
年
三
月

昭
和
コ
二
年
五
月

昭
和
三
一
年
十
一
月
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昭
和
三
二
年
三
月

昭
和
三
二
年
三
月

昭
和
三
二
年
六
月

昭
和
三
二
年
十
一
月

昭
和
三
二
年
十
一
月

昭
和
三
二
年
十
-
月

昭
和
三
三
年
三
月

昭
和
三
三
年
六
月



階
代
史
雑
考

日
本
の
官
位
令
と
唐
の
官
品
令

三
韓
時
代
の
位
階
制
に
つ
い
て

日
本
の
史
拳

礎
知
正
時
代
地
方
政
治
の
貫
献
l
珠
批
論
旨
と
鹿
洲
公
案

鴻
道
と
在
兆
銘

中
園
に
お
け
る
村
制
の
成
立
l
古
代
帝
国
崩
壊
の
一
面

ト
ル
フ
ァ

γ
護
見
回
土
文
書
の
性
質
に
つ
い
て
|
『教
煙
吐
魯
番
枇
曾
経
済
資
料
』

ハ
上
〉
を
讃
む

打
出
の
小
槌
考

中
園
火
葬
考

六
朝
時
代
華
北
の
都
市

戦
園
時
代
の
都
市

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
中
園
研
究
瞥
見
(
『
中
園
に
皐
ぶ
』
所
牧
〉

漢
代
の
皇
制
と
唐
代
の
坊
制

中
園
古
代
に
お
け
る
天
と
命
と
天
命
の
思
想

l
孔
子
か
ら
孟
子
に
至
る
革
命
思
想
の
褒
展

史
撃
研
究
七

東
方
拳
十
八

朝
鮮
皐
報
十
四

経
済
人
十
三
1

一

東
洋
史
研
究
十
入
|
一

東

E
時
論
ニ

l
二

東
洋
史
研
究
十
入
1

四

史
林
四
三

l
一二

塚西
史本古田
拳樽代先
論土史生
集‘頚論頚
書叢書
記記
念念
イ弗 日
数本

東
洋
史
研
究
二
十

l
一

東
方
皐
創
立
十
五
周
年
記

念
東
方
拳
論
集

史
林
四
五
|
六

東
洋
史
研
究
二
一
|
一

史
林
四
六
|
一

昭
和
三
四
年
四
月

昭
和
三
四
年
六
月

昭
和
三
四
年
十
月

昭
和
三
四
年
十
一
月

昭
和
三
四
年
十
二
月

昭
和
三
五
年
二
月

昭
和
三
五
年
三
月

昭
和
三
五
年
五
月

昭
和
三
五
年
十
二
月
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昭
和
三
六
年
二
月

昭
和
三
六
年
九
月

昭
和
三
七
年
七
月

昭
和
三
七
年
十
一
月

昭
和
三
七
年
十
二
月

昭
和
三
八
年
一
月



護霊
讃新
書 司語
堂道

費着
の
研
究

六
朝
時
代
、
江
南
の
貴
族

宣
租
時
代
の
科
奉
恩
柴
宴
圃
に
つ
い
て

宋
代
官
制
序
説
|
宋
史
職
官
志
を
如
何
に
讃
む
べ
き
か
〈
佐
伯
富
編

『宋
史
職
官
寺
山
索
引
』

研
泌
目
。

薙
正
帝
に
よ
る
俸
工
銀
担
掲
の
停
止
に
つ
い
て

六
朝
惰
唐
の
祉
曾

頃
畝
と
里
と
丈
尺

公
孫
龍
子
の
研
究

幕
末
の
嬢
夷
論
と
開
園
論
!
佐
久
間
象
山
暗
殺
の
背
景

石
達
闘
の
日
記
に
つ
い
て
(
『
中
闘
に
皐
ぶ
』
所
牧
)

太
卒
天
園
の
性
質
に
つ
い
て

元
朝
治
下
の
蒙
古
的
官
職
を
め
ぐ
る
蒙
漢
閥
係
|
科
皐
復
興
の
意
義
の
再
検
討

陸
買
「
新
語
」
の
研
究

身
振
り
と
文
皐
|
史
記
成
立
に
つ
い
て
の
一
試
論

十
字
軍
の
東
方
に
及
ぼ
し
た
影
響

東
方
拳
二
五

岩
井
博
士
古
稀
記
念
典
籍

論
集

歴
史
教
育
十
一

l
七

朝
鮮
拳
報
ニ
九

東
洋
史
研
究
曾

東
洋
史
研
究
二
二
!
一

歴
史
教
育
十
ニ
|
五

東
方
皐
二

λ

東
方
皐
報
ハ
京
都
)
三
六

信
濃
教
育
九
三
五

東
直
時
論
七
|
一

史
林
四
八

l
二

東
洋
史
研
究
こ
三
|
四

京
都
大
事
文
皐
部
一
研
究
紀

要
九

中
園
文
皐
報
二
十

オ
リ
エ

γ
ト
七
|
三
・
四

昭
和
三
入
年
三
月

昭
和
三
八
年
六
月

昭
和
三
八
年
七
月

昭
和
三
八
年
十
月

昭
和
三
八
年
十
一
月

昭
和
三
八
年
十
二
月

昭
和
三
九
年
五
月

昭
和
三
九
年
七
月

2
d
 

.
昭
和
三
九
年
十
月

昭
和
三
九
年
十
月

昭
和
四
十
年
一
月

昭
和
四
十
年
三
月

昭
和
四
十
年
三
月

昭
和
国
十
年
三
月

昭
和
四
十
年
四
月

昭
和
四
十
年
五
月



中
園
官
制
の
護
達
|
古
代
よ
り
唐
に
至
る

中
園
人
の
歴
史
観
令
中
園
に
皐
ぶ
』
所
枚
〉

(
合
併
〉

歴
史
教
育
十
三

l
六

漢
文
教
室
七
二

二
角
五
爪
龍
に
つ
い
て

石
田
博
士
頭
書
記
念
東
洋

史
論
叢

東
洋
的
古
代
(
上
・
下
)

東
洋
事
報
四
八
|
二
・
三

明
夷
待
訪
録
嘗
作
集

東
洋
史
研
究
二
四
l
二

マ
ル
コ
・
ポ
ロ
が
残
し
た
亡
霊

l
カ
タ
イ
闘
が
消
滅
す
る
ま
で

ピ
プ
リ
ア
一
ニ
一
一

明
夷
待
訪
録
賞
作
集
(
績
〉

宋
江
は
二
人
い
た
か

欽
欽
新
書
解
題

中
園
河
川
の
史
的
考
察

洪
武
か
ら
永
柴
へ
|
初
期
明
朝
政
権
の
性
格

『
論
語
』
の
解
揮
に
つ
い
て

東
洋
史
研
究
二
五
l
二

東
方
皐
三
四

朝
鮮
事
報
四
七

歴
史
数
育
十
六
|
十

東
洋
史
研
究
二
七
l
四

古
代
皐
十
六
|
二

J
四

(
合
併
〉

中
園
上
代
の
都
市
国
家
と
そ
の
墓
地

l
商
邑
は
何
慮
に
あ
っ
た
か

中
園
上
代
の
都
市
園
家
と
そ
の
墓
地

l
商
邑
は
何
慮
に
あ
っ
た
か
(
補
遺
)

東
洋
史
研
究
二
八
|
四

東
洋
史
研
究
二
九
1

4

三
〈
合
併
〉

昭
和
四
十
年
六
月

昭
和
四
十
年
六
月

昭
和
四
十
年
八
月

昭
和
四
十
年
九
月
・

十
二
月

昭
和
四
十
年
九
月

昭
和
四
十
年
十
月

昭
和
田
一
年
九
月

昭
和
四
二
年
六
月

昭
和
四
三
年
五
月

昭
和
四
三
年
十
月
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昭
和
四
四
年
三
月

昭
和
四
四
年
十
二
月

昭
和
四
五
年
三
月

昭
和
四
五
年
十
二
月



部
曲
よ
り
佃
戸
ヘ
ハ
上
〉

l
唐
宋
間
世
曾
餐
草
の
一
面

部
尚
よ
り
佃
戸
へ
(
下
〉
|
唐
宋
間
佐
倉
繁
革
の
一
面

東
洋
史
研
究
二
九
l
回

東
洋
史
研
究
三
十

l
一

批

介

評

紹

燕
呉
載
筆
(
那
波
利
貞
著
〉

田
中
孝
一
郎
史
皐
論
文
集

観
音
南
北
朝
通
史
(
岡
崎
文
夫
著
〉

讃
史
方
輿
紀
要
索
引
支
那
歴
代
地
名
要
覧
(
青
山
定
雄
編
〉

増
訂
支
那
法
制
大
酔
典
〈
東
川
徳
治
編
)

市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢

国
民
東
洋
史
大
綱
、
満
洲
園
歴
史
(
矢
野
仁
一
著
)

園
語
索
引
(
鈴
木
隆
一
編
)

自
顧
佳
之
至
荊
浩
支
那
山
水
重
史
(
伊
勢
専
一
郎
著
〉

宋
代
財
政
史
〈
曾
我
部
静
雄
著
)

正
倉
院
考
古
記
(
侍
芸
子
著
〉

考
史
遊
記
(
桑
原
隙
顕
著
〉

支
那
身
分
法
史
(
仁
井
田
陸
著
)

史
林
十

l
四

史
林
十
七

l
四

史
林
十
入

l
一

史
林
十
八
|
三

史
林
十
八
l
三

史
林
十
九

l
-

史
林
十
九
|
一

史
林
十
九
|
三

史
林
十
九
|
三

史
林
二
七
|
一

史
林
二
七
|
ニ

朝
日
新
聞
六
月
二
八
日

東
洋
史
研
究
七
l
ニ
・
一
ニ

(
合
併
)

史
林
二
七

l
四

東
亜
呑
料
史
ハ
山
田
憲
太
郎
著
〉

昭
和
四
六
年
三
月

昭
和
四
六
年
六
月

大
正
十
四
年
一
月

昭

和

七

年

十

月

昭

和

八

年

一

月

昭

和

八

年

七

月

昭

和

八

年

七

月

昭

和

九

年

一

河

昭

和

九

年

一

月

昭

和

九

年

七

月

昭

和

九

年

七

月

昭
和
十
七
年
一
月

昭
和
十
七
年
四
月

昭
和
十
七
年

昭
和
十
七
年
七
月
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昭
和
十
七
年
十
月



清
朝
史
遁
論
(
内
藤
虎
次
郎
著
)

支
那
上
古
史
(
内
藤
虎
次
郎
著
)

論
語
と
孔
子
の
思
想
(
津
田
左
右
士
ロ
著
〉

中
圏
中
古
の
文
化
(
内
藤
虎
次
郎
著
〉

中
園
近
世
史
(
内
藤
虎
次
郎
著
〉

中
園
史
の
時
代
区
分
(
鈴
木
俊
・
西
嶋
定
生
編
〉

園
競
世
界
文
化
史
大
系
中
園

I
〈
貝
塚
茂
樹
編
〉

唐
宋
時
代
に
於
け
る
金
銀
の
研
究
(
加
藤
繁
著
)

中
園
法
制
史
研
究
(
仁
井
田
陸
著
〉

宋
詩
概
観
(
吉
川
幸
次
郎
著
〉

雑

録

上
海
か
ら
贋
東
ま
で
〈
一

J
四〉

楠
鮮
旗
行
圏
日
記
(
昭
和
四
年
夏
季
〉

宋
代
の
太
畢
生
生
活
(『中
闘
に
畢
ぶ
』
所
枚
)

パ
グ
ダ
ザ
ド
放
信

バ
ル
カ
ン
の
印
象

披
高
き
地
中
海
(
寓
員
並
に
文
)

(
疑
義
二
則
)

東
洋
史
研
究
九
|
三

東
洋
史
研
究
九
|
三

東
洋
史
研
究
十

l
一

東
洋
史
研
究
十

l
ニ

東
洋
史
研
究
十

l
二

歴
史
皐
研
究
二
一
四

京
都
新
聞
十
二
月
八
日

東
洋
史
研
究
十
八
|
二

朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四

l
四
七

東
洋
史
研
究
一
一
一
一

l
一

京
都
大
摩
新
聞
四
月
十
五

日
J
六
月
一
日

三
高
同
窓
禽
「
舎
報
」
一
一

京
都
大
拳
新
聞
十
月
五
日

東
洋
史
研
究
三
l
三

改
造
一
一
一

1
六

大
陸
ニ
l
六

昭
和
二
十
年
十
一
月

昭
和
二
十
年
十
一
月

昭
和
二
二
年
十
二
月

昭
和
二
三
年
五
月

昭
和
二
三
年
五
月

昭
和
三
二
年
十
二
月

昭
和
三
三
年

昭
和
三
四
年
十
月

昭
和
三
七
年
十
一
月

昭
和
三
八
年
七
月

4
U
 

大
正
十
四
年

昭

和

五

年

七

月

昭

和

五

年

昭
和
十
三
年
三
月

昭
和
十
四
年
六
月

昭
和
十
四
年
六
月



物
の
東
洋
史
皐

倭
憲
の
本
質
と
日
本
の
南
準
(
一

J
十
一
)

員
如
法
親
王
の
御
逸
事
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
牧
、

「
翼
如
親
王
二
題
」
)

長
恨
歌
二
題
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
開
収
)

太
卒
洋
の
奴
隷
貿
易
(
一

J
五
)

日
本
的
鰻
制
と
支
那
的
捜
制

バ
グ
ダ
ッ
ト
紀
行

員
如
親
王
虎
害
に
遇
ひ
給
ふ
説
。
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
枚
、
「
真
如
親
王
二
題
」
〉

五
撤
員
形
鏡

四
角
、
六
角
、
入
角
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
収
〉

歴
史
上
よ
り
考
察
せ
る
中
園
農
民
の
政
治
性
(
『
中
園
に
撃
ぶ
』
一所
牧
、
「
中
国
の
農
民
連

警
歴
史
家
と
し
て
の
狩
野
博
士
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
牧
〉

狩
野
君
山
博
土
を
悼
む

民
圏
と
明
王
朝

人
民
共
和
園
の
前
途

京毎
都日
新新
聞間
十八
月月

十三
日日

十
一
月
六
日

ひ
の
も
と
六

l

ひ
の
も
と
六

l
五

東
京
新
聞
六
月
七
日
J
十

日

京
都
大
皐
新
聞
八
月
五
日

-
九
月
二
十
日

東
直
問
題
五
|
五

皐
海
一
|
五

星
海
四
|
四

随
筆
ニ
l
四
・
五
(
合
併
〉

京
大
皐
圏
新
聞
十
月
十
三

日
東
光
五

東
洋
史
研
究
十
!
四

都
新
聞
五
月
二
四
日

毎
日
新
聞
六
月
十
二
日

昭昭
和和
十十
七七
年年

昭
和
十
入
年
三
月

昭
和
十
八
年
五
月

昭
和
十
八
年

昭
和
十
八
年

昭
和
十
八
年
九
月

昭
和
十
九
年
十
月

昭
和
三
二
年
四
月
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昭

和

年

五

月

昭
和
二
二
年

昭
和
二
三
年
四
月

昭
和
二
四
年
一
月

昭
和
二
四
年

昭
和
二
四
年



本
を
語
る

l
中
岡
事
の
立
場
か
ら
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
枚
〉

時
論
四

i
十

京
大
人
文
科
皐
研
究
所
礎
知

『
明
律
園
字
解
索
引
』

(
佐
伯
富
編
)
は
し
が
き

『
官
能
目
次
綜
合
索
引
」

正
株
批
議
旨
研
究
班

京
大
東
洋
史
研
究
室

(
荒
木
敏
一
・
佐
伯
富
編
〉
序

四
家
を
隣
と
帰
す
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
牧
)

東
洋
史
研
究
十
一
ー
ー
一

古
本
屋
へ
の
注
文

i
苦
言
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
牧
)

『
吏
皐
指
南
』
(
油
印
本
〉
序

『
紙
幣
護
達
史
』
(
曾
我
部
静
雄
著
)
序

京
都
古
書
時
報
一

東

洋

史

研開
加

究

臆舎

印

貴
賓
と
際
費
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
牧
)

東
洋
史
皐
の
研
究
法
(
『
京
大
東
洋
史
』
附
録
、
通
信
一
)

突
販
の
字
音
に
つ
い
て
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
牧
〉

太
行
山
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
N
』
所
牧
〉

東
方
皐
二

フ
ラ
ン
ス
の
宋
江
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
N
』
所
攻
〉

Aa居東
洋
史
研
究
十
ニ
ー

史
翠
雑
誌
六
二
l
二

東
方
皐
六

フじ

中
園
制
度
史
語
業
の
編
纂

昭
和
二
七
年
度
各
個
研
究

お
よ
び
助
成
研
究
報
告

集
録
(
哲
史
文
拳
編
)

東
方
皐
報
〈
京
都
〉
二
四

日

本

拳

術

振

興

舎

東

洋

史

研

究

舎

借
借
の
解
〈
『
ア
ジ
ア
史
研
究
N
』
所
牧
)

行
中
園
随
筆
索
引
』
(
東
洋
史
研
究
舎
編
〉
序
文

司
文
献
逼
考
五
種
線
目
録
附
逼
典
遁
志
』
序

昭
和
二
四
年
十
月

昭
和
二
四
年
十
一
月

昭
和
二
五
年
八
月

昭
和
二
五
年
九
月

昭
和
二
六
年
一
月

昭
和
二
大
年
三
月

昭
和
二
六
年
三
月

社

昭
和
二
六
年
八
月

昭
和
二
六
年
十
一
月

昭
和
二
七
年
十
二
月

昭
和
二
八
年
二
月

昭
和
二
八
年
七
月
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昭
和
二
八
年
十
一
月

昭
和
二
九
年
二
月

昭
和
二
九
年
十
月

昭
和
二
九
年
十
二
月



羽
田
博
士
と
西
域
史
，

q
ア
ジ
ア
史
研
究
V
』
所
枚
〉

蘇
州
風
流
史
話
ハ
『
ア
ジ
ア
史
研
究
W
』
所
枚
〉

羽
田
博
士
一を
悼
む

羽
田
先
生
の
埠
憶

『
職
源
撮
要
索
引
』
(
佐
伯
富
編
)
序

『
清
代
瞳
政
の
研
究
』
(
佐
伯
富
著
)
序

歴
史
皐
自
身
の
擢
威
を
|
長
い
目
で
歴
史
を
眺
め
た
い
(
『
蓄
著
の
あ
と
が
き
』
七
!

『
京
大
東
洋
史
』
)

象
の
後
退

『
羽
田
博
士
史
畢
論
文
集
』
上
巻
歴
史
編
は
し
が
き

薙
正
二
年
の
緒
紳
・
中
極
全
書

(一

J
一ニ)

ー科
撃
と
関
節
ハ
『
中
園
古
典
文
準
金
集
』
「
卿
滞
志
異
」
月
報
五
)
ハ
『
中
園
に
皐
ぶ
』
所
収
)

安
部
健
夫
君
の
こ
と
ど
も

日
本
文
化
展
を
み
て
(
談
〉

陪
唐
美
術
展
を
見
て
ハ
『
中
園
に
事
ぶ
』
所
枚
、
「
惰
唐
文
化
の
本
質
」
)

歴
史
か
ら
み
た
チ
ベ
ッ
ト
園
境
問
題

王
建
の
詩
再
論

江
西
涯
の
文
人
官
僚
ハ
『中
薗
古
典
選
』
「
唐
宋
八
家
文
〈
中
〉
」
月
報
八
)

揚
州
と
呉
敬
梓
(『中
園
古
典
文
拳
全
集』

「
儒
林
外
史
L

月
報
こ
五
)

(『中
園
に
事
ぶ
』

東
方
皐
十
一

洛
味
五
十

東
洋
史
研
究
十
四
|
三

東
洋
史
研
究
十
四
|
一
ニ

東

洋

史

研

究

曾

東

洋

史

研

究

曾

京
大
皐
園
新
聞
十
一
月
十

九
日

東
洋
史
研
究
十
五

l
四

東

洋

史

研

究

曾

東
洋
史
研
究
十
六
|
四

卒

凡

京
都
新
聞
三
月
十
入
日

京
都
新
聞
三
月
二
入
日

京
大
皐
園
新
聞
十
一
月
二
日

朝
日
新
聞
十
二
月
六
日

東
洋
史
研
究
十
入
1

一ニ

朝

新

卒

凡
日

開

昭
和
三
十
年
十
月

昭
和
三
十
年
十
月

昭
和
三
十
年
十
一
月

昭
和
三
十
年
十
一
月

昭
和
=
二
年
十
月

昭
和
コ
二
年
十
月

昭
和
三
一
年

昭
和
三
二
年
三
月

昭
和
コ
三
年
十
一
月
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社

昭
和
三
三
年
三
月

昭
和
三
三
年
七
月

昭
和
三
四
年

昭
和
三
四
年

社

昭
和
三
四
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
四
年
十
二
月

昭
和
三
四
年
三
月

昭
和
三
五
年
主
月

社



師

鹿内
藤
湖
南
先
生
ぷ
末
以
後
近
世
多
を
提
唱

中
園
商
人
気
質
(
『中
閣
に
事
ぶ
』
所
枚
〉

『
中
園
臨
筆
雑
著
索
引
』

(
佐
伯
富
編
)
序

フ
ラ
ン
ス
通
信
〈
編
集
責
任
者
に
き
く
〉

(『世
界
の
歴
史
』
六
附
録
)
(
『
中
国
に
皐
ぶ
』

所
枚
、
「
パ
り
か
ら
の
手
紙
」
)

『
責
治
逼
鑑
索
引
』

(
新
版

『
中
園
南
北
朝
史
の
研
究
』

佐
伯
富
編
)
序

(一踊
島
繁
次
郎
著
)
推
薦
の
こ
と
ば
(
油
印
)

可
汗
の
字
音
に
つ
い
て

龍
の
爪
は
何
本
か
(
『
中
国
に
皐
ぶ
』
所
牧
〉

一
燭
の
本
|
メ
レ
ジ
コ
ウ
ス
キ
イ

『先
揮
者
』

『
中
園
の
孝
道
』

(
桑
原
隙
識
著
)
は
し
が
き

l
桑
原
機
蔵
博
士
に
つ
い
て
(
カ
ル
ピ
ス

文
化
叢
書

一
)

(
『
中
国
に
皐
ぶ
』
所
牧
〉

内
藤
湖
南
と
シ
ナ
皐

ド
イ
ツ
皐
曾
通
信
(
『
中
固
に
事
ぶ
』
所
収
〉

近
代
日
本
を
創
っ
た
百
人

l
知
識
人
十
人

欧
米
人
と
東
洋
(
新
刊
ニ
ュ
ー
ス
九
、
特
集
、
東
洋
の
歴
史
)
(『中
園
に
皐
ぶ
」
所
収
〉

人
物
を
見
る
目
|
中
閣
の
人
物
と
日
本
の
人
物
ハ
『
中
園
に
撃
ぶ
』
所
牧
〉

矢
野
博
士
の
東
洋
史
昼

l
『
中
園
人
民
革
命
史
論
』
の
出
版
に
よ
せ
て
(
『
中
固
に
拳
ぶ
』

京
大
事
国
新
聞
五
月
九
日

洛
味
九
五

東

洋

史

研

究

舎

中

ノ、，
A 

論

央

東

洋

史

研

究

曾

東
洋
史
研
究
一
一
一
一
|
三

洛
味
ご
ニ
九

朝
日
新
聞
五
月
十
日

カ
ル
ピ
ス
食
品
工
業
株
式

舎
杜

中
央
公
論
九
三
六

東
方
皐
曾
報
十

人

物

往

来

社

歴
史
研
究
(
人
物
往
来
社
〉

七
七
産
経
新
聞
五
月
一
一
一
一
日

昭
和
三
五
年

昭
和
三
五
年
六
月

昭
和
三
五
年
六
月

社

昭
和
三
六
年
五
月

昭
和
三
六
年
六
月

昭
和
三
七
年
五
月

昭
和
三
八
年
十
二
月

昭
和
三
九
年
一
月

昭
和
三
九
年

:-20ー

昭
和
四
十
年
五
月

昭
和
四
十
年
十
月

昭
和
田
一
年
六
月

昭
和
四
一
年
九
月

昭
和
四
二
年
一
月

昭
和
田
二
年



こ
の
遁
ひ
と
す
じ
に
上
東
洋
史

乾
隆
帝
か
ら
毛
津
東
へ

i
績
羨
不
足
論
(
『
東
洋
の
歴
史
』
九
、
月
報
〉
ハ
『
中
園
に
事
ぶ
』

研
縦
)

東
洋
史
研
究
糟
目
録
(
第
一
巻
|
第
二
五
巻
)
序

権
設
と
同
時
代
史
〈
『
東
洋
の
歴
史
』
十
一
、
月
報
)

『
東
洋
の
歴
史
』
完
結
に
あ
た
づ
て
(
『
東
洋
の
歴
史
』
十
三
、
月
報
)

文
化
大
革
命
の
数
訓

『
桑
原
怖
蘇
全
集
』
二
解
説

桑
原
先
生
一
と
『
サ

γ
デ
l
毎
日
』

『
中
園
政
治
制
度
の
一
研
究
』
(
山
本
隆
義
著
)
は
じ
が
き

皐
市
時
習
之
ハ
『中
国
に
事
ぶ
』
開
校
、
「
論
語
の
摩
而
第
ご
)

翰
林
吉
川
皐
土
(
「
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
七
、
月
報
〉

忘
れ
得
ぬ
人

1
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ナ
皐
者
・
パ
ラ
ジ
教
授
(
『
中
国
に
事
ぶ
』
暗
号

『
桑
原
騰
旗
全
集
』
四
解
説

玩
物
喪
志
(
『
東
洋
美
術
』
緒
登
E
附
録
、
東
洋
美
術
の
梁
四
》

ハ『中
闘
に
事
ぶ
』
所
政
〉

『
桑
原
隣
醸
全
集
』
別
茄

桑
原
史
拳
の
立
場
(
『桑
原
陣
裁
金
集
』
別
部

叙

月
報
六
〉
(
『
中
国
に
塵
よ
』
開
校
〉

松
本
高
等
皐
校
同
窓
曾
舎

報
人

物

往

来

東

洋

史

研

究

曾

往

来

祉

往

来

社

人人

物物

サ
γ
ケ
イ
新
聞
二
月
-
日

園岩
書

波

書

東

洋

史

研

究

舎

季
刊
東

E

一O
三

筑

書

摩

京
都
新
聞
五
月
十
五
日

波

書新

朝岩出
羽岩

日

聞

波波

書書

昭
和
四
二
年
六
月

社

昭
和
四
二
年
六
月

昭
和
田
こ
年
七
月

昭
和
田
二
年
入
月

昭
和
四
二
年
十
月

庖

昭昭昭
和和和
四四四

年年年

月月

- 21-

房

昭
和
四
三
年
三
月

昭
和
田
三
年
四
月

昭
和
田
三
年
五
月

昭
和
四
三
年

昭
和
四
三
年
七
月

昭
和
四
三
年
八
月

庖重t活庖

昭
和
四
三
年
十
二
月

昭
和
田
三
年
十
二
月



私
の
出
あ
い
|
三
闘
志
演
義
(
『
中
国
に
事
ぶ
』
所
牧
u

『
宋
代
科
牽
制
度
研
究
』

(
荒
木
敏
一
著
)
は
し
が
き

「
論
語
」
の
新
し
い
讃
み
方
(
一

J
一ニ)

内
藤
史
阜
の
員
債
(
『
内
藤
湖
南
全
集
』
月
報
三
〉

毛
主
席
語
録
(
『
中
園
に
皐
ぶ
』
開
校
〉

矢
野
名
春
敬
授
の
許
l
悼
詞

矢
野
博
士
の
追
憶
(
『
中
国
に
畢
ぶ
』
所
牧
〉

中
園
思
想
の
特
質
〈
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
四
、
月
報
十
三
〉
(
『
中
闘
に
皐
ぶ
』
所
牧
〉

矢
野
仁
一
博
士
の
迫
憶

史
記
|
古
典
に
皐
ぶ
(
『
中
国
に
拳
ぶ
』
所
政
)

支
那
趣
味
の
時
代
1

フ
ラ
ン
ス
文
化
の
な
か
に
根
づ
い
た
東
ア
ジ
ア
の
影
響

(
『
日
本
と
世
界
の
歴
史
』
十
五
、
十
八
世
紀
I

蓋
シ
深
意
ア
リ
(
『
中
園
に
事
ぶ
』
所
牧
〉

中
園
を
見
る
眼
ハ
『
中
固
に
事
ぶ
』
所
収
)

月
報
〉
(
『
中
園
に
皐
ぶ
』
所
校
)

『
清
代
史
研
究
』
(
安
部
健
夫
薯
)
は
し
が
き
ハ
『中
園
に
事
ぶ
』
所
収
〉

借
優
|
東
風
西
雅
録
(
一
〉
(
『
中
園
古
典
文
事
大
系
』
「
卿
志
寮
異
」
月
報
四
一
二
)

蘇
圃
と
弱
水
・
{
東
風
西
雅
録
。
一
V

ハ
『
中
園
古
来
文
事
大
系
』
「
児
女
英
雄
停
」
月
報
四
四
〉

産
経
新
聞
二
月
入
日

東

洋

史

研

究

舎

圃
書
二
三
九
J
二
四
一

筑

書

摩

京
都
新
聞
二
月
二
四
日

東
洋
史
研
究
二
八
l
四

東
洋
史
研
究
二
八
!
四

岩

波

書

東
方
皐
曾
報
十
八

毎
日
新
聞
(
信
濃
)
七
月

一一一一日

拳

研

習

究

国
書
二
五
八

京
都
新
聞
四
月
二
二
日

創

文

卒卒

凡凡

昭
和
田
四
年

昭
和
四
四
年
三
月

昭
和
四
四
年
七
月
J

九
月

房

昭
和
四
四
年
八
月

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年
三
月

昭
和
四
五
年
三
月

庖

昭
和
田
五
年
五
月

- 22ー

昭
和
四
五
年
七
月

昭
和
四
五
年

祉

昭
和
四
五
年
十
月

昭
和
四
六
年
二
月

昭
和
四
六
年

社

昭
和
四
六
年
二
月

昭
和
四
六
年
四
月

昭
和
四
六
年
七
月

社社



寄
稿
若
左
|
東
風
酋
雅
録
。
ニ
)
〈
『
恥
園
古
典
文
皐
大
系
』
「
清
末
民
園
初
政
治
評
論
集
L

月

報
四
五
〉

起
承
縛
結

i
東
西
-風
雅
録

〈
四
〉
(『中
園
古
典
文
事
大
系
』
「
近
世
随
筆
集
」
月
報
四
六
〉

そ

の

他

軍
隊
通
信
(
宇
都
宮
に
て
)

括
弧
の
効
用

英
国
賦

永
.翁
の
陶

木
米
の
硯

木
米
の
重

赤
と
青

水
の
漏
る
花
瓶
|
|
木
米
費
え
書
|
|

ニ
ュ
ー
ス
の
顔
!
i皐
土
院
賞
受
賞
の
と
き
|
|

物
臭
太
郎
俸

空
気
の
良
さ

大
震
明
の
先
取
者
(『圃
設
世
界
文
化
史
大
系
』
内
容
見
き

卒卒

凡凡

京
都
大
拳
新
聞
四
月

日
H

島
海
一

i

ニ

毎
日
新
聞
七
月
一
一
一
一
日

洛
味
五

皐
襲
五
|
一

洛
味
四
六

洛
味
六
十

洛
味
六
六

大
阪
新
聞
三
月
二
三
日

洛
味
七
回

毎
日
新
聞
〈
信
濃
)
六
月
十

九
日

角

.JII 

書ー

世

昭
和
田
六
年
入
月

祉

昭
和
四
六
年
九
月

大
正
十
五
年

昭
和
十
九
年
七
月

昭
和
一
九
年

昭
和
二
二
年
二
月

昭
和
二
三
年
一
月

昭
和
二
九
年
十
月

昭
和
=
二
年
十
月

昭
和
三
二
年
五
月

昭
和
三
三
年

昭
和
三
三
年
六
月

昭
和
三
三
年

- 23ー

庖

昭
和
三
三
年
十
一
月



本
を
貸
す
パ
カ

朝
日
新
聞
二
月
一
日

洛
味
八
十

洛
味
八
九

い
や
い
や
本

左
圏
次
の
ベ

1
ジ
ム
ン
ト

新
入
生
に
興
う
|
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

京
大
準
園
新
聞
三
月

二
一
日

ヘ
H
Y
Z
庖
-
一
口

'

j

{

 

以
文
六

パ
リ
生
活
の
印
象

パ
リ
大
事
文
拳
部
の
数
授
舎
(
『
中
園
に
翠
ぶ
』
所
収
〉

信
濃
数
育
九

O
五

洛
味
一
一
一
四

頭
の
切
り
か
え

毎
日
新
聞
十
二
月
二
七
日

東
洋
史
研
究
二
一
|
三

洛
味
一
二
六

向
陵
の
婚
垣

コ
レ
ジ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
(
『
中
園
に
事
ぶ
』
所
牧
)

フ
ラ
ン
ス
官
僚
主
義

洛
味
一
二
入

科
奉
|
著
者
と
一
時
間

朝
日
新
聞
六
月
二
四
日

夏
の
う
た

朝
日
新
聞
入
月
十
一
日

金
を
儲
け
る
法

洛
味
一
四
六

京
都
新
聞
二
月
十
二
日

五

想
〈
定
年
退
官
を
前
に
)

も
っ
と
日
光
を

清
帝
園
の
繁
柴
〈
『
東
洋
の
歴
史
』
内
容
見
本
〉

洛
味
一
五
六

人

往往

*来

物

中
園
の
め
ざ
め
ハ
『
東
洋
の
歴
史
』
内
容
見
本
〉

人

物

昭
和
三
四
年

昭
和
三
四
年
=
月

昭
和
三
四
年
十
二
月

昭
和
三
五
年

昭
和
三
六
年
五
月

昭
和
三
七
年
四
月

昭
和
三
七
年
十
一
月

昭
和
三
七
年

昭
和
三
七
年
十
二
月

- 24ー

昭
和
三
八
年
一

月

昭
和
三
八
年
三
月

昭
和
三
八
年

昭
和
三
八
年

昭
和
三
九
年
九
月

昭
和
四
十
年

祉

昭昭昭
和和和
四四四
一一十
年'年年

十十七

月月月

吐



散
歩
道

紳
仙
の
暮
ら
し
(
『
中
園
に
畢
ぶ
』
所
攻
)

中
園
文
化
研
究
に
大
き
な
役
割
を
は
た
す
(
『
中
国
文
化
叢
書
』
内
容
見
本
)

ド
イ
ツ
か
ら
鶴
岡
っ
て
(
『
中
国
に
拳
ぶ
』
府
収
)

圏
内
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
(
輪
禍
)

桑
原
鴎
撮
全
集
編
纂
に
あ
た
っ
て
(
『
桑
原
陥
敷
金
集
』
内
容
見
本
〉

三
匹
猿
の
欧
洲
上
陸

政
黛
は
誠
寅
で
あ
れ
(
現
代
の
こ
と
ば
〉

チ
占
コ
事
件
を
推
理
す
る
(
現
代
の
こ
と
ば
)

フ
ラ

γ
ス
人
民
戦
線
の
頃

大
皐
病
を
診
断
す
る

ベ
ト
ナ
ム
・
チ
A

コ
事
件
と
日
本
の
世
論
(
現
代
の
こ
と
ば
)

一
つ
の
記
録
!
前
線
長
卒
津
氏
の
英
断
、
教
養
部
長
の
バ
リ
大
事
行
き
(
談
)

大
皐
紛
争
(
現
代
の
こ
と
ば
〉

知
恩
院
北
参
道
(
心
情
)

大
皐
へ
戦
術
を
持
ち
こ
む
な
(
現
代
の
こ
と
ば
〉

濁
創
的
な
支
那
事
者
内
藤
湖
南
博
士
(
『
内
藤
湖
南
全
集
』
内
容
見
本
)

(
『
中
国
に
皐

ぶ
』
阿
坂
〉

精
紳
肥
満
児
(
現
代
の
こ
と
ば
〉

洛
味
一
七
七

京
都
新
聞
七
月
十
六
日

大

修

以
文
十
一

洛
味
十
λ
四

岩

波

書

洛
味
十
八
七

京
都
新
聞
七
月
十
六
日

京
都
新
聞
八
月
二
七
日

洛
味
一
九
三

産
経
新
聞
十
月
十
七
日

京
都
新
聞
十
月
一
一
一
日

夕
刊
京
都
十
月
二
六
日

京
都
新
聞
十
二
月
十
九
日

京
都
新
聞
一
月
二
十
日

京
都
新
聞
一
月
二
入
日

筑

書

摩

京
都
新
聞
四
月
二
日

昭
和
四
二
年
四
月

館

昭
和
四
二
年

昭
和
田
二
年
九
月

昭
和
四
二
年
十
月

昭
和
四
二
年
十
一
月

庖

昭
和
四
三
年
一

昭
和
四
三
年
二
月

昭
和
四
三
年

昭
和
四
三
年

昭
和
田
三
年
九
月

昭
和
四
三
年

- 25ー

月

昭
和
四
三
年

昭
和
四
三
年

房

昭
和
四
三
年

昭
和
四
四
年

昭
和
四
四
年

昭
和
四
四
年

月

昭
和
四
四
年



橋
の
効
用

童
家
と
情
熱
(
現
代
の
こ
と
ば
)

世
界
の
賦
態
が
一
目
で
わ
か
る
斬
新
卓
抜
な
企
重
(
『
日
本
と
世
界
の
歴
史
』
内
容
見
本
)

大
皐
組
長
無
用
論
(
現
代
の
こ
と
ば
)

数
授
の
人
権
(
現
代
の
こ
と
ば
)

ミ
エ
一
拳
舎
(
現
代
の
こ
と
ば
)
〈
『
中
園
に
皐
ぷ
』
所
校
、
「
イ
タ
リ
ー
の
ミ
ニ
皐
曾
」
)

白
鳥
史
皐
の
批
判
精
神
(
『
白
鳥
庫
吉
全
集
』
内
容
見
本
)

フ
ラ
ン
ス
料
理
は
う
ま
く
な
い
か
(
現
代
の
こ
と
ば
)

マ
イ
カ
ー
(
現
代
の
こ
と
ば
〉

績
の
な
い
漫
重

霜
を
履
ん
で
堅
氷
に
い
た
る
(
現
代
の
こ
と
ば
〉

自
分
自
身
の
時
聞
を

被
害
者
は
だ
れ
か
(
現
代
の
こ
と
ば
〉

動
章
(
現
代
の
こ
と
ば
〉

専
門
に
劃
す
る
誤
解
(
現
代
の
こ
と
ば
)

抜
き
繊
歯
(
現
代
の
こ
と
ば
)

(
『
中
園
に
撃
ぶ
』
所
枚
〉

標
語
(
現
代
の
こ
と
ば
〉

京
の
野
外
彫
刻
|
京
都
を
も
っ
と
美
し
く
気
高
く
す
る
た
め
に

A
君
の
死
(
現
代
の
こ
と
ば
〉

洛
味
二

O
O

京
都
新
聞
五
月
十
五
日

皐京
都
新
聞
七
月
八
日

習

研

究

京
都
新
聞
八
月
九
日

京
都
新
聞
十
月
二
日

波

岩

書

京
都
新
聞
十
一
月
十
二
日

京
都
新
聞
十
二
月
十
五
日

洛
味
一
一
一
一

京
都
新
聞
四
月
七
日

P
H
P
二
六
四

京
都
新
聞
六
月
一
日

京
都
新
聞
七
月
十
四
日

京
都
新
聞
九
月
十
四
日

京
都
新
聞
十
一
月
三
日

京
都
新
聞
十
二
月
二
四
日

洛
味
二
二

O

京
都
新
聞
二
月
二
四
日

昭
和
四
四
年
四
月

昭
和
四
四
年

社

昭
和
四
四
年
六
月

昭
和
四
四
年

昭
和
国
四
年

庖

昭
和
四
四
年

昭
和
四
四
年
十
一
月

昭
和
田
四
年

昭
和
田
四
年

昭
和
四
五
年
三
月

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年
五
月
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昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
田
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
六
年
r

一

昭
和
四
六
年

月



書
き
入
れ
本
(
現
代
の
こ
と
ば
)

戦
圏
的
外
交
の
時
代
(
現
代
の
こ
と
ぼ
〉

天
子
古
希
ハ
現
代
の
こ
と
ば
)

京
都
新
聞
六
月
十
五
日

京
都
新
聞
入
月
五
日

京
都
新
聞
九
月
三
十
日

講

演

概

要

l
座

談

曾

大
明
地
理
固
に
就
て

支
那
に
於
け
る
皐
聞
の
起
原

宋
世
風
俗

羨
不
足
論

漢
末
風
俗

王
安
石
の
黄
河
治
水
策

史
林
十
九
|
三

史
林
二
十
|
二

東
洋
史
研
究
四
l

ニ

史
皐
雑
誌
五
十
|
七

史
拳
雑
誌
五
二
|
十
一

東
洋
史
研
究
六
|
六

東
洋
史
研
究
入
J
ニ

皐
謹
二
|
二

史
窓
入

奴
隷
貿
易
と
苦
力
貿
易

過
去
の
支
那
と
現
在
の
支
那
(
座
談
禽
〉

十
入
世
紀
に
お
け
る
東
西
文
化
の
交
流
に
つ
い
て

観
音
信
仰
に
つ
い
て
(
座
談
禽
〉

カ
ル
ピ
ス
食
品
工
業
株
式

舎
祉

中
園
文
明
と
日
本
ハ
座
談
曾
〉

カ
ル
ピ
ス
食
品
工
業
株
式

論
語
と
孔
子
の
立
場
〈
定
年
退
官
記
念
講
演
〉
附

略
歴
と
著
作
目
録

舎
祉

西
南
ア
ジ
ア
研
究
十
四

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
六
年

昭

和

九

年

七

月

昭

和

十

年

四

丹

昭
和
十
三
年
十
二
月

昭
和
十
四
年
七
月

昭
和
十
六
年
十
一
月

昭
和
十
七
年
二
月

。，u

昭
和
十
八
年
六
月

昭
和
十
九
年
二
月

昭
和
三
十
年
十
二
月

昭
和
三
五
年
四
月

昭
和
三
九
年
九
月

昭
和
四
十
年
六
月



東
洋
拳
か
ら
見
た
チ
毛
王
朝
。
(
座
談
曾
)

中
園
文
化
大
革
命
の
歴
史
的
意
義
(
昭
和
四
三
年
九
月
七
日
〉

ハ
『
中
園
に
皐
ぶ
』
所
校
〉

十
一
世
紀
の
文
化
と
社
禽
(
『
日
本
と
世
界
の
歴
史
』
八
〉
(
座
談
曾
)

僻.

典

項

自

鰹
酒
屋
a

酔
奥
(
大
阪
商
科
大
皐
経
済
研
究
所
編
)
暗
闇
織
論
、
王
安
石
、
管
子
の
経
済

思
想
、
均
輪
卒
準
法
、
市
易
法
、
青
苗
法
、
了
賦
、
回
賦
、
保
甲
保
馬
法
、
李
怪

園
史
僻
典
|
支
那
の
政
治
思
想
(
『
ア
ジ
ア
史
研
究
E
』
所
枚
、
「
中
園
の
政
治
思
想
略
説
」
)

支
那
祉
曾
経
済
大
酔
典
(
山
口
経
済
専
門
準
校
東
直
経
済
研
究
曾
編
〉
海
猿

世
界
歴
史
事
典
科
牽
制
、
司
馬
光
、
文
字
の
獄
、
内
藤
湖
南

日
本
歴
史
大
事
典

革
命
思
想
、
漢
書

ア
ジ
ア
歴
史
事
典
ア
ジ
ア
、
安
部
健
夫
、
尉
、
位
従
公
、
夕
、
員
外
郎
、
蔭
叙
、
百
円
、
羽

林
衡
、
衛
尉
、
永
巷
令
、
街
将
軍
、
易
姓
革
命
、
披
庭
令
、
録
、
王
弘
、
恩
磨
、
夏
、
階
官
、

外
官
、
開
園
爵
、
外
制
、
廻
避
、
開
府
、
開
府
儀
同
三
司
、
客
省
使
、
仮
節
、
何
武
、
官
、

漢
(
萄
漢
)
、
監
、
開
外
侯
、
諌
官
、
室
官
、
諌
議
大
夫
、
監
察
御
史
、
館
職
、
監
生
、
閥

内
侯
、
起
家
、
記
室
、
宮
観
、
九
卿
、
給
事
中
、
九
品
宮
人
法
、
九
口
問
官
制
、
郷
侯
、
御
史

大
夫
、
寄
様
、
金
索
光
藤
大
夫
、
虞
候
、
動
位
、
動
官
、
軍
器
監
、
軍
師
、
駒
田
問
、
啓
、
明
野
、

中
央
公
論
緊
急
増
刊

長
野
勝
市
町
村
教
育
委
員

舎
連
絡
協
議
曾

研

究

皐岩冨大卒河卒

習
波

山雅凡

出

凡

書書

昭
和
四
二
年
三
月

昭
和
四
三
年
九
月

社

昭
和
四
五
年
五
月

庖

昭
和
五
年
十
一
月
J

昭

和

七

年

一

月

房房

昭
和
十
八
年
十
二
月

昭
和
十
九
年
十
二
月

昭
和
二
七
年
三
月
J

昭
和
二
九
年
三
月

昭
和
三
一
年
十

月
、
十
二
月
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堂社社

昭
和
三
四
年
九
月

t

昭
和
三
七
年
四
月



経
築
昔
、
計
借
、
京
官
、
卿
大
夫
、
京
兆
一
一
予
、
京
朝
官
1

刑
部
、
築
、
検
院
、
検
校
、
像
人

餐
銭
、
憲
憂
通
紀
、
元
典
章
、
元
典
章
校
補
、
考
謀
、
考
功
郎
中
、
行
人
司
、
高
組
、
叩
頭
、

工
部
、
弘
文
館
、
黄
門
郎
、
公
用
銭
、
校
理
、
光
藤
動
、
光
藤
大
夫
、
園
史
館
、
五
省
、
戸

部
、
宰
執
、
宰
相
、
採
訪
魔
置
使
、
差
役
、
差
遣
、
雑
鋭
将
軍
、
雑
職
、
三
一
一街
、
三
館
、
散

騎
省
、
三
公
、
三
司
、
三
師
、
三
省
、
三
重
、
参
知
政
事
、
三
都
尉
、
散
府
、
三
法
司
、
四

科
、
史
館
、
試
官
、
諮
議
参
軍
、
侍
御
史
、
侍
講
A

旨
授
、
使
相
、
使
臣
、
四
征
将
軍
、
土

犬
夫
、
侍
中
、
司
直
、
四
銀
将
軍
、
十
緊
、
執
政
、
司
徒
、
司
馬
、
親
品
、
拾
遣
、
従
事
中

郎
、
修
撰
、
修
内
司
、
十
二
街
、
十
室
、
主
事
、
主
書
、
首
相
、
出
身
、
珠
批
識
旨
、
主
簿
、

循
資
格
-
上
供
、
将
軍
、
上
公
、
常
参
官
、
省
試
ゐ
上
甑
院
、
貼
職
、
筒
方
令
、
上
議
内
閣
、

助
教
、
職
掌
、
職
回
、
諸
署
令
長
、
脅
吏
、
司
吏
、
帥
司
、
随
身
衣
糧
、
崇
政
院
、
祭
政
殿

読
書
、
福
密
院
、
福
密
使
、
正
員
郎
、
政
事
堂
、
清
吏
司
、
石
炭
(
中
園
石
炭
の
歴
史
)
、

掻
官
、
曹
、
太
尉
、
太
盤
院
、
蔓
謙
、
大
鴻
腿
、
大
司
曲
演
、
太
常
、
大
崎
府
軍
、
太
組
、
太
宗
、

大
長
秩
、
太
僕
、
儲
才
之
地
、
提
控
案
旗
、
丁
憂
守
制
、
都
省
、
都
練
曲
目
、
都
大
官
、
内
官
、

二
府
、
廃
帝
、
幕
友
、
漉
、
鳳
閣
、
防
禦
使
、
奉
朝
請
、
補
閥
、
命
婦

科
襲
、
後
宮

世
界
大
百
科
辞
典

ジ
ャ
ポ
Z

カ
大
日
本
百
科
事
典
曾
試
、
科
母
、
九
口
問
官
人
法
、
奉
人
、
郷
試
、
刑
部
、

後
宮
、
工
部
、
園
子
監
、
戸
部
、
宰
相
、
三
公
、
三
省
六
部
、
刺
史
、
士
大
夫
、
支
那
事
、

州
、
傑
支
、
向
書
省
、
丞
相
、
脅
吏
、
進
士
、
極
密
院
、
正
史
、
西
洋
、
専
制
主
義
(
東

洋
〉
、
線
督
、
太
守
、
大
秦
、
中
園
〈
歴
史
)
、
中
書
省
、
中
正
、
朝
貢
貿
易
、
趨
翼
、
殿
聞

大
事
土
ミ
天
子
、
殿
試
、
道
、
黛
字
、
東
洋
、
都
察
院
、
都
督
、
内
閣
、
内
閣
大
事
士
、
南

海
、
廿
二
史
観
記
、
年
鋭
、
羽
田
亨
、
布
政
使
、
文
献
遇
考
、
兵
部
、
朋
紫
、
門
下
省
、
食

構
、
発
正
帝
、
吏
部
、
積
部

卒

凡皐
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社

昭
和
四
十
年
二
月
、

九
月

館

昭
和
四
二
年
十
一
月

!
昭
和
四
六
年
九
月


